
地域が子どもを育む力

教頭 佐久間 郁子

先日（４月２１日）、両川地区青少年育成協議会が主催した「チューリップの花で花絵

をつくろう」に参加しました。この活動は、「両川花絵プロジェクト」として、子どもた

ちからデザイン画を募り、最優秀賞に選ばれた作品を基にして、収穫したチューリップの

花を使って作成するものです。出来上がったものは、１週間程度酒屋商店街に飾られます。

当日の朝は薄曇りで少し肌寒い日でしたが、３０名以上

の参加がありました。バスで移動し、新潟空港付近のチュ

ーリップ畑で一万本以上のチューリップの花摘みをし、昼

食を挟んで酒屋町民の家で花絵づくりをしました。

２０ℓサイズ程の袋に夢中になって収穫したチューリッ

プを入れていく子どもたち。「もう入らなくなったので、

新しい袋をください」と地域の方に声を掛ける子、「ちょ

っと、通してください」と言って畝と畝を行き交う子の姿

が見られました。また、昼食に用意された豚汁を運営スタ

ッフに盛り付けてもらい「ありがとうございます」と感謝
【夢中になって花摘みをする子どもたち】

を伝える子、花絵づくりで「黄色のチューリップありませんか」と必要な色のチューリッ

プを求めて声を出す子など、様々な場面で子どもたちは多くの地域の方と関わり、コミュ

ニケーション能力を高めていると実感しました。さらに、子どもたちは、花の摘み方やパ

ネルにチューリップを差し込む手つきを地域の方から「上手だね」と褒められたり、「こ

こに隙間があるから、赤のチューリップを入れてくれ

る？…ありがとう。隙間がうまってよかった」と認め

ていただいたりと自己肯定感を高めることにもつなが

る場面がありました。選ばれたデザイン画をかいた子

にとっても、約１４ｃｍ×約１５ｃｍの用紙にかいた

自分のデザイン画が、１８０ｃｍ×１８０ｃｍのパネ

ルの花絵として表

されるという喜び

があったのではない

かと思います。
【色と場所を確認しながら花絵づくり】

子どもたちの健やかな成長を促進するために地域

が推進する活動に参加し、そこで見られた子どもた

ちの表情、しぐさ、言葉などから、子どもたちを育

む地域の力を感じた一日でした。
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佐藤 尚子（退任）

子どもたちの願いと地域の思いをつなぐことに
携わることができ，多くの感動がありました。
皆様からご協力いただけましたことに感謝して
おります。

小菅 智美（退任）

たくさんの方のご協力に支えられて，あっという
間の８年でございました。これからは，皆様と一緒
に支える側になれたらなと思います。ありがとうご
ざいました。

西 晶子（新任）

地域の皆さんと学校，児童の皆さんをつなぐ
架け橋になれるよう努めてまいります。児童の
皆さんとたくさんお話ができるのを楽しみにし
ています。よろしくお願いいたします。


